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民
国
初
年
の
ア
ナ
キ
ズ
ム
ー
劉
思
復
の
社
会
主
義
論
ー
1
上
　
哲
　
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
既
に
筆
者
は
、
　
「
劉
思
復
と
辛
亥
革
命
」
に
於
い
て
、
劉
思
復
（
師
復
）
の
ア
ナ
キ
ズ
ム
へ
の
傾
倒
が
彼
の
テ
ロ
リ
ス
ト
と
し
て
の
体
験
に
根
ざ
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
い
っ
さ
い
の
政
治
権
力
を
否
定
す
る
思
想
は
政
治
的
現
実
を
か
い
く
ぐ
っ
た
者
に
宿
る
。
辛
亥
革
命
の
政
治
的
現
実
に
身
を
投
げ
出
し
た
者
に
こ
そ
、
い
っ
さ
い
の
政
治
権
力
を
否
定
す
る
思
想
が
、
純
粋
に
ほ
と
ば
し
る
の
で
あ
る
。
ア
ナ
キ
ス
ト
と
し
て
の
彼
は
、
民
国
成
立
後
、
一
種
殉
教
者
の
出
立
で
社
会
革
命
の
実
践
に
乗
り
出
す
。
そ
れ
は
、
孫
文
ら
中
国
の
政
治
的
現
実
に
密
着
し
て
中
国
革
命
を
き
り
ひ
ら
い
て
い
っ
た
者
た
ち
と
は
異
な
る
道
で
あ
っ
た
。
彼
の
創
設
し
た
晦
鳴
学
社
や
心
社
と
い
っ
た
結
社
は
少
数
派
で
あ
っ
た
が
民
国
成
立
後
の
政
治
的
社
会
的
情
況
を
西
欧
資
本
主
義
社
会
に
擬
し
、
世
界
革
命
を
展
望
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
の
現
実
認
識
は
あ
ま
り
に
主
観
的
か
つ
楽
観
的
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
彼
は
自
ら
の
〈
主
義
〉
に
生
き
よ
う
と
し
た
。
彼
の
ア
ナ
キ
ズ
ム
は
こ
の
倫
理
性
に
支
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ア
ナ
キ
ズ
ム
の
啓
蒙
・
宣
伝
活
動
の
一
環
と
し
て
彼
が
当
時
の
社
会
主
義
論
を
取
り
上
げ
る
場
合
、
啓
蒙
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
の
み
な
ら
ず
、
思
想
の
実
践
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
批
判
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
さ
て
、
辛
亥
革
命
期
に
於
け
る
西
欧
社
会
主
義
の
受
容
は
「
社
会
主
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
義
を
権
力
奪
取
の
闘
争
の
加
速
剤
と
し
て
も
ち
い
よ
う
と
し
た
」
傾
向
が
強
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
風
潮
に
対
し
て
、
例
え
ば
、
宋
教
仁
は
、
　
　
　
　
　
ρ
3
）
「
社
会
主
義
商
権
」
に
於
い
て
、
社
会
主
義
を
　
一
、
無
治
主
義
（
無
政
府
主
義
）
　
二
、
共
産
主
義
　
三
、
社
会
民
主
主
義
　
四
、
国
家
社
会
主
義
の
四
派
に
分
類
し
、
　
「
私
は
社
会
主
義
に
反
対
す
る
者
で
は
な
い
。
私
は
た
だ
、
お
よ
そ
一
主
義
を
唱
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
主
義
自
体
の
性
質
と
作
用
を
つ
ま
び
ら
か
に
し
、
更
に
、
そ
の
客
体
事
物
の
現
状
を
分
析
し
て
、
将
来
受
け
る
結
果
を
推
定
せ
ね
ば
な
る
ま
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
宋
教
仁
に
と
っ
て
、
社
会
主
義
が
中
国
の
将
来
を
托
す
に
足
る
理
論
で
あ
る
か
ど
う
か
疑
義
が
残
る
の
で
あ
り
、
特
に
一
と
二
の
理
論
を
「
真
正
の
社
会
主
義
」
と
し
な
が
ら
、
現
存
社
会
を
全
的
に
破
壊
66
変
革
す
る
と
き
、
後
進
国
た
る
中
国
は
全
く
の
「
無
秩
序
な
世
界
」
と
化
す
で
あ
ろ
う
こ
と
を
危
惧
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
彼
ら
政
治
的
指
導
者
は
、
政
府
が
資
本
主
義
社
会
の
矛
盾
を
予
防
・
解
消
す
る
政
策
を
施
行
す
る
こ
と
こ
そ
、
中
国
の
政
治
的
社
会
的
情
況
を
好
転
さ
せ
る
と
み
な
し
、
国
家
社
会
主
義
的
傾
向
を
選
択
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
、
民
国
初
年
の
段
階
で
、
中
国
の
知
識
人
は
正
当
に
西
欧
社
会
主
義
理
論
を
充
分
、
了
解
し
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
は
様
々
な
混
乱
・
錯
誤
が
充
満
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
直
輸
入
で
あ
れ
、
附
会
で
あ
れ
、
西
欧
社
会
主
義
に
対
す
る
幻
想
か
ら
、
様
々
な
社
会
主
義
理
解
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
い
ま
こ
こ
で
は
劉
思
復
の
孫
文
．
江
充
虎
・
社
会
党
批
判
を
取
り
上
げ
る
。
そ
れ
は
当
然
、
中
国
知
識
人
の
西
欧
社
会
主
義
受
容
の
現
実
を
垣
間
み
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
け
で
は
な
く
、
た
だ
、
ヘ
ソ
リ
ー
・
ジ
ョ
ー
ジ
の
単
一
税
論
に
心
酔
し
、
こ
れ
を
中
国
に
実
施
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
盟
会
綱
領
の
「
平
均
地
権
」
が
こ
れ
で
あ
る
。
だ
が
こ
れ
は
一
種
の
社
会
政
策
で
あ
っ
て
、
社
会
主
義
で
は
な
い
。
社
会
主
義
は
共
産
た
る
と
集
産
た
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
富
人
の
手
か
ら
全
て
の
土
地
・
機
械
を
摂
取
し
て
公
共
に
帰
し
、
社
会
上
に
地
主
と
資
本
家
の
跡
を
止
め
な
い
こ
と
に
あ
る
。
単
一
税
制
は
僅
か
に
大
地
主
を
限
定
し
て
そ
の
勢
力
を
軽
減
す
る
だ
け
で
、
消
滅
さ
せ
る
こ
と
は
な
い
。
孫
文
の
「
平
均
地
権
」
が
社
会
政
策
に
す
ぎ
な
い
と
断
言
し
た
後
、
中
　
　
　
　
　
　
（
4
）
国
社
会
党
で
の
演
説
を
取
り
上
げ
、
マ
ル
ク
ス
の
「
集
産
主
義
」
と
「
平
均
地
権
」
を
結
合
す
れ
ば
理
論
的
矛
盾
を
生
ず
る
と
述
べ
る
。
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孫
文
批
判
　
孫
文
の
民
生
主
義
は
い
わ
ば
中
国
の
社
会
的
政
治
的
現
実
に
立
脚
し
て
、
先
進
諸
国
が
陥
っ
て
い
る
資
本
主
義
社
会
の
矛
盾
を
未
然
に
防
こ
う
と
す
る
と
こ
ろ
で
発
想
さ
れ
た
独
自
の
理
論
で
あ
る
。
劉
思
復
は
「
孫
逸
仙
江
充
虎
之
社
会
主
義
」
（
『
民
声
第
六
号
、
一
九
一
四
・
四
・
十
八
）
に
於
い
て
、
孫
文
理
論
に
対
す
る
ア
ナ
キ
ズ
ム
の
側
か
ら
の
批
判
を
展
開
す
る
。
孫
氏
は
本
来
政
治
革
命
家
で
あ
り
、
社
会
主
義
に
通
じ
て
い
る
わ
　
孫
氏
は
社
会
政
策
を
誤
認
し
て
社
会
主
義
と
し
、
社
会
政
策
の
所
謂
国
有
事
業
を
誤
認
し
て
社
会
主
義
の
資
本
公
有
の
こ
と
と
し
て
い
る
。
　
（
中
略
）
社
会
主
義
の
資
本
公
有
と
は
生
産
機
関
を
直
接
生
産
者
の
手
中
に
下
ろ
す
こ
と
で
あ
り
、
資
本
の
力
を
あ
ら
わ
に
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
国
有
営
業
は
生
産
機
関
に
か
こ
つ
け
て
労
働
者
の
利
益
を
剥
奪
し
、
資
本
（
家
）
勢
力
を
か
え
っ
て
ま
す
ま
す
膨
張
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
両
者
の
学
理
上
の
背
馳
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
孫
氏
が
鉄
道
及
び
営
利
事
業
を
国
有
に
収
め
て
資
本
問
題
を
解
決
し
た
と
し
、
公
有
と
異
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
資
本
」
の
意
義
を
知
ら
な
い
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
孫
氏
の
い
う
集
産
主
義
と
は
こ
の
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
（
中
略
）
マ
ル
ク
ス
氏
は
資
本
公
有
と
い
う
が
、
土
地
公
有
は
そ
の
内
に
包
括
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
土
地
も
生
産
機
開
の
ひ
と
つ
な
の
で
あ
る
。
お
よ
そ
集
産
家
は
土
地
公
有
を
主
張
す
る
。
所
謂
公
有
と
は
土
地
を
直
接
生
産
者
の
手
に
帰
す
こ
と
で
あ
る
。
単
一
税
は
た
だ
地
主
と
山
分
け
し
て
税
金
を
取
っ
て
土
地
公
有
と
名
付
け
、
国
有
と
名
付
け
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
政
府
と
地
主
の
分
有
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
孫
氏
が
土
地
問
題
を
解
決
で
き
る
と
す
る
の
は
、
所
謂
公
有
の
意
義
を
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。
　
孫
文
の
「
平
均
地
権
」
　
「
資
本
国
有
」
と
は
、
西
欧
近
代
の
苦
悩
を
中
国
で
再
び
く
り
返
さ
な
い
た
め
に
創
ら
れ
た
概
念
で
あ
っ
た
。
そ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
意
味
で
、
孫
文
と
い
う
「
中
国
的
一
現
象
」
に
於
い
て
語
ら
れ
た
民
生
主
義
は
、
中
国
近
代
の
社
会
的
現
実
に
密
着
し
た
理
論
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
中
国
の
政
治
の
現
場
に
い
た
孫
文
は
、
政
策
と
し
て
社
会
主
義
の
効
用
は
説
い
て
も
、
決
し
て
、
西
欧
社
会
主
義
の
理
論
を
直
輸
入
す
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
劉
思
復
は
、
孫
文
理
論
の
一
貫
性
に
敬
服
し
つ
つ
も
、
あ
く
ま
で
孫
文
理
論
を
西
欧
社
会
主
義
の
学
理
の
場
に
引
き
出
し
、
そ
の
独
自
性
を
理
論
的
欠
陥
と
み
な
し
、
批
判
し
た
。
彼
に
と
っ
て
孫
文
と
は
一
個
の
政
治
革
命
家
に
す
ぎ
ず
、
社
会
主
義
と
は
侵
す
こ
と
の
出
来
な
い
理
論
的
完
成
体
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
二
　
江
出
几
虎
批
判
　
　
（
6
）
江
充
虎
は
辛
亥
革
命
勃
発
後
の
上
海
於
い
て
中
国
社
会
党
を
発
起
し
、
西
欧
社
会
主
義
思
想
を
中
国
に
導
入
・
紹
介
し
た
人
物
の
ひ
と
り
で
あ
る
。
彼
は
辛
亥
以
前
、
康
有
為
の
『
大
同
書
』
に
接
し
た
り
、
日
本
留
学
中
に
社
会
主
義
を
受
容
し
、
社
会
主
義
こ
そ
「
二
十
世
紀
最
流
行
の
主
義
」
で
あ
る
と
認
識
し
た
。
し
か
し
、
革
命
以
前
に
社
会
主
義
を
唱
え
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
と
の
判
断
か
ら
、
社
会
主
義
的
要
素
を
盛
り
込
ん
だ
三
無
主
義
（
無
国
家
・
無
宗
教
・
無
家
庭
）
を
標
榜
、
宣
伝
し
た
。
三
無
主
義
は
ア
ナ
キ
ズ
ム
的
色
彩
を
帯
び
て
い
る
が
、
所
謂
ア
ナ
キ
ズ
ム
思
想
の
革
命
手
段
で
あ
る
暗
殺
・
暴
動
・
破
壊
と
い
っ
た
強
硬
手
段
に
は
反
対
し
た
。
　
一
九
一
一
年
、
世
界
一
周
か
ら
帰
国
後
、
個
人
会
を
発
起
、
杭
州
で
「
社
会
主
義
与
女
学
之
開
係
」
を
講
演
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
漸
江
巡
撫
増
超
か
ら
退
去
を
命
じ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
上
海
に
逃
れ
、
七
月
、
張
園
で
社
会
主
義
研
究
会
を
発
起
、
こ
の
時
入
会
し
た
五
十
人
程
が
後
の
中
国
社
会
党
結
成
に
参
画
す
る
。
か
く
し
て
上
海
独
立
後
の
十
一
月
五
日
、
中
国
社
会
党
を
発
起
す
る
。
そ
の
党
綱
は
「
一
、
共
和
に
賛
同
す
る
　
二
、
人
種
（
種
界
）
を
融
化
す
る
　
三
、
法
律
を
改
良
し
、
個
人
を
尊
重
す
る
　
四
、
財
産
世
襲
制
度
を
打
破
す
る
　
五
、
公
共
機
関
を
組
織
し
、
平
民
教
育
を
普
及
す
る
　
六
、
直
接
に
利
益
を
生
む
事
業
を
振
興
し
、
労
工
を
奨
励
す
る
　
七
、
専
ら
地
税
を
課
し
、
他
の
税
は
お
お
む
ね
免
税
す
る
　
八
、
軍
備
を
制
限
し
、
軍
備
以
外
の
競
　
　
　
（
8
）
争
に
努
め
る
」
と
あ
る
。
こ
の
党
綱
は
民
国
成
立
後
の
政
治
・
思
想
状
況
に
対
応
し
て
、
様
々
な
階
層
の
人
々
の
賛
同
者
を
得
た
。
江
充
虎
は
共
和
政
体
を
擁
護
し
、
孫
文
の
民
生
主
義
に
も
賛
同
し
て
、
孫
文
の
支
持
を
と
り
つ
け
た
。
し
か
し
、
孫
文
が
南
京
臨
時
政
府
を
去
る
と
、
中
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国
社
会
党
は
苦
境
に
立
た
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
一
九
＝
一
年
五
月
に
は
湖
南
都
督
課
延
闘
に
よ
る
湖
南
支
部
封
禁
事
件
が
起
る
。
江
充
虎
は
五
月
よ
り
八
月
ま
で
、
嚢
世
凱
・
黎
元
洪
ら
に
書
簡
「
社
会
党
有
益
国
家
説
」
を
送
る
。
そ
の
内
容
は
、
革
命
を
予
防
す
る
こ
と
、
臨
時
約
法
に
於
け
る
財
産
所
有
の
自
由
と
抵
触
し
な
い
こ
と
、
国
家
存
在
を
否
定
し
な
い
こ
と
を
言
明
し
て
い
る
。
湖
南
事
件
後
は
震
世
凱
・
黎
元
洪
と
直
接
交
渉
を
進
め
、
六
月
北
京
に
飛
び
、
更
に
長
沙
で
、
諦
延
闘
と
も
会
見
す
る
。
か
く
し
て
中
国
社
会
党
は
真
世
凱
の
御
用
政
党
と
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
既
に
江
充
虎
は
四
月
、
　
「
中
国
社
会
党
重
大
問
題
」
に
於
い
て
自
ら
「
純
粋
社
会
党
」
で
あ
り
、
　
「
完
全
政
党
」
で
あ
っ
て
ア
ナ
キ
ズ
ム
で
は
な
い
こ
と
を
述
べ
、
七
月
に
は
国
家
社
会
主
義
を
主
張
、
十
月
下
旬
面
り
沖
国
社
会
党
第
二
次
薬
．
大
会
後
に
於
い
て
「
社
会
党
党
員
之
心
得
」
を
発
し
て
、
国
家
存
立
を
妨
害
し
な
い
範
囲
で
活
動
す
る
こ
と
、
遺
産
帰
公
を
強
制
し
な
い
こ
と
、
無
政
府
主
義
は
あ
く
ま
で
言
論
上
に
限
定
す
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
当
時
、
ア
ナ
キ
ズ
ム
の
立
場
を
も
つ
党
員
も
多
く
、
国
家
社
会
主
義
と
ア
ナ
キ
ズ
ム
派
に
分
裂
す
る
。
沙
金
ら
の
社
会
党
が
発
起
さ
れ
る
の
は
十
一
月
二
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
江
充
虎
は
嚢
世
凱
と
の
接
近
を
深
め
、
一
九
二
二
年
三
月
の
宋
教
仁
暗
殺
事
件
、
八
月
の
二
次
革
命
に
も
超
然
と
し
た
態
度
を
と
る
が
、
陳
翼
龍
ら
北
京
部
の
活
動
に
対
し
て
嚢
世
凱
は
弾
圧
に
出
て
、
つ
い
て
一
九
＝
二
年
八
月
十
三
日
、
中
国
社
会
党
は
解
散
さ
せ
ら
れ
、
江
充
虎
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
へ
亡
命
す
る
の
で
あ
る
。
　
劉
思
復
が
中
国
社
会
党
及
び
江
充
虎
に
対
す
る
批
評
を
行
な
う
の
は
、
中
国
社
会
党
解
散
後
、
す
な
わ
ち
、
一
九
ニ
ニ
年
八
月
二
十
七
日
、
　
『
晦
鳴
録
』
第
二
号
「
政
府
与
社
会
党
」
に
於
い
て
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
嚢
世
凱
政
府
が
、
前
年
十
二
月
以
来
、
僅
か
八
ケ
月
ば
か
り
の
間
に
、
二
度
に
わ
た
っ
て
社
会
主
義
を
標
榜
す
る
党
派
を
解
散
さ
せ
、
　
「
虚
無
党
と
連
絡
し
て
事
を
起
そ
う
と
し
て
い
る
」
と
の
罪
を
か
ぶ
せ
て
陳
翼
龍
を
処
刑
し
、
　
「
文
明
国
」
と
称
し
て
実
は
中
国
を
野
蛮
国
に
仕
立
て
上
げ
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
憤
怒
と
譜
虐
と
を
表
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
附
注
」
の
か
た
ち
で
中
国
社
会
党
、
社
会
党
に
対
す
る
批
評
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
　
で
は
、
な
ぜ
「
一
字
の
疑
語
も
述
べ
な
か
っ
た
」
劉
思
復
が
江
充
虎
批
判
を
行
な
う
に
至
っ
た
の
か
。
　
私
が
「
中
国
社
会
党
」
に
不
満
な
の
は
、
た
だ
党
綱
が
完
全
で
な
く
、
党
綱
と
党
論
が
矛
盾
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
か
の
江
充
虎
先
生
は
政
府
に
迎
合
す
る
ゆ
え
に
主
張
を
明
瞭
に
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
提
唱
者
の
主
張
が
不
明
瞭
で
あ
る
か
ら
、
世
人
の
社
会
主
義
に
対
す
る
正
当
な
解
釈
も
ま
た
模
糊
と
し
た
影
響
の
弊
害
を
受
け
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
れ
は
社
会
主
義
を
擁
護
す
る
た
め
の
苦
衷
で
あ
っ
て
決
し
て
そ
の
党
に
対
す
る
排
斥
の
た
め
で
は
な
い
し
、
更
に
個
人
に
対
し
て
誹
諺
し
よ
う
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
中
国
社
会
党
が
発
起
さ
れ
た
と
き
、
私
は
大
い
に
歓
迎
し
、
共
に
党
事
を
進
め
よ
う
と
考
え
た
が
、
た
だ
党
綱
が
意
を
尽
し
て
い
な
い
の
で
果
せ
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
党
の
同
志
と
は
絶
え
ず
通
信
往
復
し
て
い
た
。
二
年
69
来
、
論
文
を
載
せ
、
私
見
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
党
綱
の
不
備
を
詳
細
に
批
判
し
よ
う
と
し
て
き
た
。
社
会
党
の
三
字
が
中
国
に
方
に
芽
萌
え
よ
う
と
し
て
い
る
と
き
に
、
一
旦
異
議
が
出
て
は
、
知
ら
な
い
者
同
志
で
攻
撃
し
あ
い
、
伝
播
と
進
行
に
於
い
て
或
は
妨
げ
と
な
り
か
ね
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
ず
っ
と
旧
文
を
発
表
し
て
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
（
1
2
）
る
。
　
劉
思
復
が
江
充
虎
批
判
を
行
な
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
中
国
社
会
党
解
散
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
は
中
国
に
西
欧
の
社
会
主
義
思
想
が
正
当
に
理
解
さ
れ
る
た
め
に
、
江
充
虎
批
判
を
不
可
欠
と
み
な
し
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
苦
衷
を
上
述
の
よ
う
に
語
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
の
批
判
文
の
主
要
な
も
の
を
順
次
要
約
し
て
検
討
し
た
い
。
　
1
、
　
「
孫
逸
仙
江
充
虎
之
社
会
主
義
」
（
『
民
声
』
第
六
号
、
一
九
一
四
・
四
・
十
八
付
）
　
江
充
虎
は
「
共
産
主
義
は
社
会
主
義
の
中
堅
」
　
「
社
会
主
義
の
不
跳
の
宗
」
と
認
識
し
な
が
ら
、
　
「
共
産
主
義
の
精
言
は
各
々
能
く
す
る
所
を
尽
し
、
各
々
需
め
る
所
を
取
る
の
二
語
に
他
な
ら
な
い
が
、
徒
に
需
め
る
所
を
取
り
、
能
く
す
る
所
を
尽
さ
な
い
者
に
対
し
て
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
」
と
「
共
産
主
義
」
に
対
す
る
否
定
的
評
価
を
下
す
。
劉
思
復
は
江
充
虎
の
卑
俗
な
「
共
産
主
義
」
理
解
を
「
共
産
主
義
の
真
諦
」
を
知
ら
な
い
と
断
じ
る
。
劉
思
復
ら
近
代
ア
ナ
キ
ス
ト
に
と
っ
て
「
生
産
機
開
と
生
産
物
の
全
て
が
共
有
な
の
が
共
産
で
あ
り
、
生
産
機
開
が
公
有
で
生
産
物
が
私
有
な
の
は
集
産
主
義
で
あ
る
」
は
ず
だ
が
、
江
充
虎
の
「
共
産
主
義
」
は
思
復
の
い
う
「
集
産
主
義
」
に
す
ぎ
な
い
。
そ
し
て
江
充
虎
は
「
均
産
・
集
産
は
尽
善
の
法
で
は
な
い
。
共
産
も
ま
た
遽
に
は
施
行
し
が
た
い
」
と
し
て
「
社
会
主
義
各
派
を
一
律
に
否
定
」
し
た
。
江
充
虎
ら
中
国
社
会
党
の
党
綱
に
あ
る
「
営
業
自
由
、
財
産
独
立
、
専
徴
地
税
」
は
私
有
財
産
制
度
を
容
認
し
て
い
る
点
で
、
も
は
や
社
会
主
義
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
や
や
資
本
主
義
体
制
と
異
な
る
観
点
は
党
綱
の
「
遺
産
帰
公
」
だ
が
、
そ
れ
と
て
も
「
無
限
の
欲
望
を
絶
滅
さ
せ
」
は
せ
ず
、
　
「
特
殊
な
社
会
政
策
」
で
あ
っ
て
、
社
会
主
義
で
は
な
い
と
す
る
。
　
孫
文
と
比
較
し
て
も
、
孫
文
の
場
合
は
自
ら
の
立
場
を
明
確
に
主
張
し
て
そ
の
宗
旨
は
一
貫
し
て
い
る
が
、
江
充
虎
は
社
会
政
策
を
社
会
主
義
と
い
い
く
る
め
、
嚢
世
凱
が
実
権
を
掌
握
す
る
と
、
彼
に
上
書
し
た
り
す
る
。
　
「
本
党
の
宗
旨
は
国
家
社
会
主
義
に
違
反
せ
ず
、
無
治
共
産
主
義
に
達
し
う
る
と
み
な
す
の
で
あ
り
、
本
党
の
性
質
は
政
党
と
も
い
え
る
が
、
政
党
で
な
い
と
も
い
え
る
」
な
ど
と
、
曖
昧
な
言
辞
を
弄
し
て
人
を
欺
い
て
い
る
。
そ
の
点
で
「
孫
氏
に
比
べ
て
は
な
は
だ
下
劣
」
と
評
価
を
下
す
の
で
あ
る
。
　
2
、
　
「
答
李
進
雄
」
（
『
民
声
十
一
・
十
二
号
、
　
一
九
一
四
・
五
・
二
十
三
及
び
三
十
付
）
　
江
充
虎
は
「
三
無
」
　
（
無
政
府
・
無
宗
教
・
無
家
族
）
、
「
二
各
」
（
各
能
く
す
る
と
こ
ろ
を
尽
し
、
各
需
め
る
と
こ
ろ
を
取
る
）
、
「
五
非
」
（
非
70
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私
産
主
義
・
非
宗
教
主
義
・
非
家
族
主
義
・
非
軍
国
主
義
・
非
祖
国
主
義
）
を
唱
え
、
「
無
政
府
社
会
主
義
」
を
自
称
し
て
い
た
。
＝
カ
、
「
無
政
府
共
産
」
は
「
施
行
し
が
た
く
」
、
「
敢
て
深
く
は
信
じ
な
い
」
と
も
述
べ
、
「
無
政
府
党
で
は
な
い
」
と
声
明
し
た
。
思
復
は
こ
の
矛
盾
を
衝
く
。
　
江
充
虎
が
「
共
産
主
義
は
進
化
を
阻
む
」
と
判
断
す
る
の
は
進
化
論
者
の
い
う
「
自
由
競
争
こ
そ
進
化
の
母
」
と
み
な
す
か
ら
で
、
こ
の
優
勝
劣
敗
の
論
理
は
、
　
「
相
互
扶
助
こ
そ
進
化
の
母
」
と
み
な
す
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
の
適
者
生
存
の
論
理
と
背
反
す
る
。
思
復
は
、
ク
ロ
ポ
ト
キ
ソ
の
説
に
依
拠
し
て
、
批
判
す
る
の
で
あ
る
。
　
ま
た
、
江
充
虎
が
「
無
政
治
は
無
系
統
・
無
契
約
・
無
機
関
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
世
界
に
安
ん
じ
て
住
む
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
て
、
　
「
官
治
」
を
排
す
る
が
教
育
や
実
業
に
努
め
る
「
自
治
」
は
認
め
る
と
し
た
の
に
対
し
、
劉
思
復
は
無
政
府
主
義
は
強
権
の
組
織
を
排
斥
す
る
の
で
あ
っ
て
、
何
ら
か
の
社
会
組
織
を
持
た
な
い
の
で
は
な
い
こ
と
、
国
家
統
治
を
排
斥
す
る
の
で
あ
っ
て
、
人
民
の
自
治
を
排
斥
す
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
。
江
尤
虎
の
卑
俗
な
論
法
を
彼
は
批
判
す
る
の
で
あ
る
。
　
3
、
駁
江
充
虎
（
『
民
声
』
第
十
四
・
十
五
号
、
　
一
九
一
四
・
六
・
十
三
及
び
二
十
付
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
　
江
充
虎
は
「
紀
民
声
雑
誌
記
載
事
」
に
於
い
て
、
劉
思
復
の
批
判
を
「
過
去
の
社
会
党
を
攻
撃
し
、
出
亡
の
鄙
人
を
舐
殼
す
る
」
行
為
と
受
け
と
め
た
が
、
中
国
社
会
党
が
解
散
し
て
も
江
の
言
論
と
主
張
は
残
る
と
み
る
劉
思
復
は
、
再
三
、
「
江
氏
の
言
論
に
反
対
す
る
の
で
あ
っ
て
、
個
人
に
反
対
す
る
の
で
は
な
い
」
と
し
て
、
江
の
言
辞
を
と
り
あ
げ
つ
つ
、
反
批
判
を
展
開
し
て
ゆ
く
。
そ
れ
に
先
だ
ち
、
　
『
民
声
』
第
八
号
以
前
に
明
ら
か
に
し
た
批
判
点
を
確
認
す
る
。
e
江
氏
が
資
本
家
を
打
倒
し
土
地
資
本
を
回
収
し
て
、
こ
れ
を
社
会
に
帰
す
る
こ
と
を
主
張
し
な
い
の
は
、
社
会
主
義
の
根
本
要
義
に
反
し
て
い
る
。
ゆ
え
に
江
氏
の
主
張
は
社
会
主
義
と
は
い
え
な
い
。
◎
江
氏
が
土
地
資
本
の
公
有
を
主
張
せ
ず
、
た
だ
営
業
の
自
由
、
財
産
の
独
立
、
軍
備
の
縮
小
、
地
税
の
専
徴
等
を
主
張
す
る
の
は
、
す
べ
て
社
会
政
策
で
あ
っ
て
、
社
会
主
義
で
は
な
い
。
こ
の
二
点
を
最
も
重
要
と
み
な
し
た
上
で
、
更
に
三
点
を
指
摘
す
る
。
⇔
江
氏
は
共
産
主
義
を
社
会
主
義
の
不
跳
の
宗
と
い
い
な
が
ら
、
共
産
主
義
が
人
類
進
化
を
停
滞
さ
せ
る
と
い
っ
て
は
、
賛
成
と
反
対
を
同
時
に
行
な
う
。
こ
れ
は
当
然
矛
盾
し
て
い
る
。
㈲
江
氏
は
共
産
・
集
産
の
学
説
を
並
挙
し
て
、
共
産
主
義
と
総
称
す
る
が
、
こ
れ
は
学
派
に
不
明
な
た
め
で
あ
る
。
㈲
江
氏
は
社
会
主
義
の
各
派
を
挙
げ
（
均
産
・
集
産
・
共
産
）
、
　
一
律
に
否
定
し
、
自
ら
特
殊
な
主
張
（
全
く
社
会
主
義
の
外
に
在
る
）
を
述
べ
て
、
ま
す
ま
す
そ
の
主
張
が
社
会
政
策
で
あ
る
こ
と
を
は
っ
71
き
り
さ
せ
た
。
　
劉
思
復
に
と
っ
て
江
充
虎
の
「
純
粋
社
会
主
義
」
や
社
会
党
の
「
極
端
社
会
主
義
」
は
社
会
主
義
の
弁
別
に
何
ら
有
効
で
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
む
し
ろ
、
　
「
真
正
社
会
主
義
」
が
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
の
「
無
政
府
主
義
は
真
正
の
社
会
主
義
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
に
由
来
し
、
　
「
完
全
社
会
主
義
」
が
集
産
主
義
と
い
う
「
不
完
全
社
会
主
義
」
に
対
応
す
る
こ
と
を
述
べ
る
。
社
会
主
義
は
決
し
て
マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
完
成
、
総
括
さ
れ
た
、
マ
ル
ク
ス
の
「
専
利
品
」
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
一
九
世
紀
末
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
の
時
代
、
社
会
民
主
党
の
立
場
だ
け
が
社
会
主
義
と
把
え
ら
れ
た
が
、
ク
ロ
ポ
ト
キ
ソ
の
立
場
か
ら
す
る
な
ら
主
観
的
に
は
、
無
政
府
共
産
主
義
は
マ
ル
ク
ス
対
．
バ
ク
ー
ニ
ン
の
対
立
を
乗
り
越
え
て
創
造
さ
れ
た
理
論
な
の
で
あ
る
。
無
政
府
共
産
主
義
と
は
全
て
の
財
産
を
社
会
に
帰
す
と
す
る
「
共
産
主
義
」
と
「
均
し
く
之
（
全
財
産
）
を
国
家
に
帰
す
る
こ
と
を
主
張
し
な
い
」
は
ず
の
「
無
政
府
」
と
が
結
合
し
た
理
論
で
あ
る
。
　
『
叛
逆
者
の
言
葉
』
に
於
い
て
ク
μ
ポ
ト
キ
ン
は
、
社
会
主
義
の
母
胎
と
な
る
思
想
を
「
給
料
賃
金
制
を
廃
止
し
、
土
地
・
家
屋
・
原
料
、
労
働
用
具
・
社
会
的
資
本
の
私
的
所
有
権
を
廃
止
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
劉
思
復
の
社
会
主
義
理
解
の
根
底
は
、
こ
こ
に
あ
る
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
江
充
虎
が
「
社
会
主
義
を
攻
撃
し
な
が
ら
、
社
会
主
義
を
主
張
す
る
の
が
、
中
国
の
無
政
府
主
義
者
の
特
色
」
と
し
て
い
る
こ
と
に
承
服
で
き
な
い
わ
け
で
あ
る
。
　
或
は
、
江
充
虎
が
字
面
に
執
着
し
て
、
，
無
政
府
だ
け
で
は
無
家
庭
・
無
宗
教
を
包
括
し
え
な
い
と
し
て
三
無
主
義
を
唱
え
た
り
、
　
「
無
治
主
義
」
が
適
当
と
し
て
い
る
の
は
、
江
充
虎
が
既
成
用
語
に
対
し
て
無
理
解
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
無
政
府
主
義
に
は
、
既
に
そ
れ
ら
の
み
な
ら
ず
、
反
軍
備
・
反
資
本
主
義
を
包
括
す
る
概
念
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。　
4
、
　
「
江
充
虎
之
無
政
府
主
義
」
（
『
民
声
第
十
・
十
八
号
、
一
九
一
四
。
七
・
四
及
び
十
一
付
）
　
江
充
虎
は
ア
ナ
キ
ス
ト
が
採
用
す
る
革
命
方
式
を
「
強
権
」
と
把
え
る
。
そ
れ
に
対
し
て
劉
思
復
は
、
　
「
強
権
」
と
は
自
由
の
反
対
語
で
あ
り
、
法
律
・
章
程
・
社
会
習
慣
で
認
め
ら
れ
て
い
る
一
種
の
権
力
、
つ
ま
り
は
法
定
権
力
の
こ
と
と
す
る
。
政
府
が
政
治
力
に
よ
っ
て
他
者
の
自
由
を
侵
す
の
と
資
本
家
が
資
本
力
に
よ
っ
て
労
働
者
の
生
産
物
を
掠
奪
す
る
行
為
と
は
、
武
器
を
使
っ
て
強
盗
を
行
な
う
の
と
同
じ
で
、
ア
ナ
キ
ス
ト
の
抵
抗
運
動
は
正
当
防
衛
な
の
だ
。
だ
か
ら
彼
ら
の
激
烈
な
手
段
を
「
強
権
」
と
す
る
の
は
あ
た
ら
な
い
、
と
す
る
。
　
「
機
関
」
に
つ
い
て
、
ア
ナ
キ
ス
ト
は
強
権
を
も
っ
た
組
織
を
排
斥
す
る
の
で
あ
っ
て
、
自
由
に
組
織
さ
れ
た
機
関
を
排
斥
す
る
は
ず
は
な
い
。
一
方
、
江
充
虎
が
い
う
「
機
関
」
と
は
政
府
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
関
税
を
免
除
し
、
軍
備
を
撤
廃
し
、
教
育
や
実
業
に
従
事
す
る
政
府
に
は
強
権
が
な
い
と
し
て
い
る
が
、
劉
思
復
は
政
府
で
あ
る
以
上
、
ど
の
よ
う
に
改
良
し
権
力
を
縮
小
し
よ
う
が
、
管
理
者
が
被
管
理
者
に
職
72
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権
を
行
使
す
る
構
造
は
否
定
し
よ
う
が
な
い
、
と
す
る
。
三
　
社
会
党
批
判
　
社
会
党
は
一
九
一
二
年
十
一
月
二
日
、
中
国
社
会
党
か
ら
分
派
し
た
憤
々
（
沙
澄
）
．
楽
無
ら
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
。
中
国
社
会
党
が
第
二
次
連
合
会
に
於
い
て
国
家
社
会
主
義
派
と
ア
ナ
キ
ズ
ム
派
に
分
裂
し
た
と
き
、
後
者
は
江
充
虎
ら
の
国
家
社
会
主
義
的
傾
向
に
反
対
し
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
「
国
界
な
し
」
　
「
政
府
に
反
対
す
る
」
の
二
点
に
於
い
て
中
国
社
会
党
と
異
な
る
こ
と
を
表
明
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
嚢
世
凱
政
府
は
十
一
月
十
三
日
に
封
禁
を
決
定
し
、
翌
日
に
は
社
会
党
の
数
十
ケ
所
の
支
部
を
解
散
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
後
、
上
海
に
連
絡
所
が
設
置
さ
れ
、
機
関
誌
『
良
心
』
が
発
刊
さ
れ
た
ら
し
い
が
定
か
で
は
な
い
。
　
劉
思
復
は
社
会
党
の
創
設
に
深
い
関
心
を
寄
せ
、
憤
々
・
楽
無
に
入
党
を
促
さ
れ
た
が
、
つ
い
に
、
参
加
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
彼
は
「
両
派
が
互
い
に
激
し
く
排
斥
し
あ
っ
た
こ
と
に
反
対
で
あ
り
、
且
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
新
発
表
の
党
約
も
私
の
意
を
満
足
さ
せ
な
か
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
彼
に
と
っ
て
社
会
党
の
ど
の
点
が
不
満
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
論
社
会
党
」
（
『
民
声
』
第
九
号
、
一
九
一
四
・
五
。
九
付
）
で
は
党
綱
を
検
討
・
批
判
し
て
い
る
。
　
e
　
社
会
党
と
命
名
す
る
の
は
果
し
て
正
当
か
　
　
　
　
　
（
1
6
）
　
「
社
会
党
約
章
」
を
読
む
限
り
、
無
政
府
共
産
主
義
と
い
え
る
の
に
社
会
党
と
名
乗
っ
て
い
る
の
は
社
会
主
義
が
無
政
府
主
義
を
包
括
し
う
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
な
の
だ
。
し
か
し
無
政
府
党
は
社
会
党
と
名
乗
る
べ
き
で
は
な
い
。
一
に
は
学
理
の
点
で
、
社
会
主
義
は
あ
く
ま
で
社
会
的
学
説
で
あ
っ
て
、
政
治
的
学
説
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
無
政
府
主
義
と
混
同
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
社
会
党
は
治
人
（
支
配
者
）
と
被
治
者
（
被
支
配
者
）
の
消
滅
を
宣
言
し
た
以
上
、
無
政
府
党
で
あ
っ
て
、
社
会
党
の
三
文
字
で
は
包
括
で
き
な
い
。
二
に
は
事
実
の
点
で
、
集
産
主
義
を
主
張
す
る
老
や
欧
米
の
社
会
民
主
党
が
社
会
党
と
通
称
し
、
ま
た
江
充
虎
の
中
国
社
会
党
を
人
々
が
社
会
党
と
簡
称
し
て
い
る
現
情
が
あ
る
。
以
上
二
点
に
わ
た
っ
て
劉
思
復
は
社
会
主
義
が
正
当
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
中
国
に
於
い
て
、
社
会
党
を
名
乗
っ
て
無
政
府
共
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）
産
主
義
を
喧
伝
す
る
こ
と
は
間
違
い
で
あ
る
と
説
く
。
　
⇔
　
無
政
府
党
は
機
関
を
組
織
す
る
必
要
が
あ
る
か
　
社
会
党
が
政
党
の
形
式
を
と
り
、
章
啓
（
約
章
）
、
党
綱
、
入
党
制
限
、
入
党
志
願
書
、
党
員
証
書
、
党
旗
、
分
科
幹
事
を
も
つ
こ
と
は
、
無
政
府
主
義
の
宗
旨
と
抵
触
し
て
い
る
。
無
政
府
党
の
意
見
を
宣
布
す
る
に
は
、
無
政
府
党
大
会
を
開
催
し
て
事
業
を
社
会
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
し
か
な
い
、
と
す
る
。
　
⇔
無
政
府
党
は
党
綱
を
制
定
す
る
必
要
が
あ
る
か
　
世
間
の
政
党
は
二
・
三
の
党
魁
が
党
綱
を
制
定
し
て
人
々
に
呼
び
か
け
、
多
数
の
党
員
を
利
用
し
て
自
ら
の
名
誉
を
つ
く
り
、
何
ら
か
の
位
禄
に
あ
り
つ
く
手
段
と
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
無
政
府
党
は
個
々
の
独
立
人
が
自
由
に
意
見
を
発
表
す
る
権
利
を
も
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
少
数
の
人
の
意
見
に
よ
っ
て
党
綱
を
制
定
し
た
り
、
そ
れ
を
多
数
の
人
に
強
制
し
た
り
す
る
は
ず
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
所
謂
党
綱
は
あ
る
べ
73
き
で
は
な
い
の
だ
。
社
会
党
は
党
綱
を
懸
げ
て
入
党
者
に
対
し
「
綱
目
」
に
服
従
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
が
、
こ
れ
は
一
般
政
党
と
同
じ
で
は
な
い
か
、
と
す
る
。
　
㈲
　
二
綱
六
目
の
分
別
は
果
し
て
学
理
に
か
な
っ
て
い
る
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
　
社
会
党
の
「
綱
目
」
　
（
党
綱
）
に
は
綱
目
綱
一
　
階
級
を
消
滅
す
る
目
　
　
（
甲
）
貧
富
（
共
産
の
実
行
）
　
（
乙
）
貴
賎
（
個
人
の
尊
重
）
　
（
丙
）
智
愚
（
教
育
の
平
等
）
綱
二
　
境
界
を
破
除
す
る
目
　
　
（
申
）
国
（
遠
近
な
し
）
　
（
乙
）
家
（
親
疎
な
し
）
（
丙
）
教
（
迷
信
な
し
）
と
あ
る
。
第
【
綱
の
各
「
目
」
は
中
国
社
会
党
の
党
綱
に
重
な
り
、
第
二
綱
の
各
「
目
」
は
江
充
虎
の
三
無
主
義
を
思
い
起
さ
せ
る
。
劉
思
復
は
先
ず
、
表
現
様
式
を
「
文
人
の
積
習
」
と
み
な
し
た
後
、
四
点
に
わ
た
っ
て
「
綱
目
」
を
批
判
す
る
。
　
一
は
、
　
「
綱
目
」
の
分
類
に
関
し
て
、
で
あ
る
。
　
「
智
愚
」
は
比
較
の
形
容
詞
で
あ
っ
て
、
階
級
に
は
属
さ
な
い
。
無
政
府
主
義
の
立
場
は
宗
教
的
対
立
を
な
く
す
こ
と
で
な
く
、
あ
く
ま
で
迷
信
を
な
く
し
自
由
を
重
ん
ず
る
こ
と
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
第
二
綱
に
「
教
」
を
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
す
る
。
　
二
は
、
徒
に
個
人
の
尊
重
を
い
い
、
貴
賎
の
差
別
を
な
く
す
こ
と
を
い
う
だ
け
で
は
、
無
政
府
党
の
統
治
機
関
を
な
く
し
法
律
の
束
縛
を
受
け
な
い
よ
う
は
か
る
と
い
う
意
図
を
く
み
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
す
る
。
　
三
は
、
教
育
の
平
等
と
無
政
府
共
産
と
は
並
べ
る
べ
き
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
共
産
の
実
行
、
政
府
の
廃
止
こ
そ
無
政
府
党
の
根
本
綱
領
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
、
教
育
の
平
等
を
並
列
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
す
る
。
　
四
は
、
国
家
の
別
、
家
族
主
義
も
「
綱
目
」
に
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
無
政
府
を
い
え
ば
、
　
「
国
界
」
や
家
族
主
義
を
排
除
す
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
、
と
す
る
。
　
そ
し
て
、
無
政
府
共
産
の
他
に
綱
領
と
し
て
入
れ
る
べ
き
は
、
宗
教
を
廃
止
す
る
こ
と
だ
と
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
宗
教
は
強
権
を
保
護
す
る
た
め
の
利
器
で
あ
り
、
人
々
を
安
ん
じ
て
強
権
に
服
従
さ
せ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
宗
教
を
排
斥
す
る
こ
と
が
、
人
々
を
し
て
強
権
に
抵
抗
す
る
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
、
と
す
る
。
　
㈲
　
無
政
府
党
は
建
設
の
事
業
を
想
定
し
て
い
る
か
　
「
社
会
党
約
章
」
で
は
、
　
「
事
業
」
と
し
て
、
　
「
鼓
吹
，
・
破
壊
・
建
設
」
を
あ
げ
る
が
、
　
「
建
設
」
に
つ
い
て
、
劉
思
復
は
疑
義
を
述
べ
る
。
即
ち
、
無
政
府
党
は
心
力
を
尽
し
て
強
権
を
打
倒
す
る
こ
と
が
第
一
で
あ
っ
て
、
何
の
余
力
・
全
財
も
な
い
の
だ
。
時
勢
に
迎
合
し
て
「
辮
事
」
を
い
う
の
は
、
貿
易
会
社
や
政
党
と
同
じ
だ
。
無
政
府
党
が
工
会
を
組
織
し
た
り
、
学
校
を
創
っ
た
り
す
る
の
は
、
あ
く
ま
で
、
主
義
の
普
及
を
は
か
る
伝
播
事
業
の
一
種
で
あ
る
、
と
す
る
。
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因
無
政
府
党
に
戒
約
は
あ
る
べ
き
か
　
「
社
会
党
約
章
」
で
は
、
「
官
吏
に
な
ら
な
い
、
議
員
に
な
ら
な
い
、
政
党
に
入
ら
な
い
、
軍
警
と
な
ら
な
い
、
宗
教
を
信
奉
し
な
い
、
族
姓
を
名
乗
ら
な
い
、
結
婚
し
な
い
（
す
で
に
結
婚
し
た
者
は
二
人
の
同
意
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
で
夫
婦
名
儀
を
解
約
す
る
）
」
と
い
っ
た
「
戒
約
」
を
定
め
て
い
た
。
劉
思
復
は
無
政
府
党
は
絶
゜
対
の
自
由
を
宗
旨
と
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
戒
律
は
設
け
る
べ
き
で
な
い
し
、
道
徳
問
題
と
革
命
運
動
は
弁
別
す
べ
き
で
あ
る
、
と
み
な
し
た
。
と
り
わ
け
、
軍
人
社
会
に
運
動
す
る
の
が
最
も
重
要
で
あ
る
の
に
、
自
ら
運
動
の
方
途
を
閉
ざ
す
べ
き
で
は
な
い
。
軍
人
が
無
政
府
党
か
ら
拒
ま
れ
れ
ば
、
必
ず
無
政
府
党
の
敵
と
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
で
は
、
革
命
を
実
行
し
よ
う
と
し
て
、
か
え
っ
て
、
革
命
の
敵
を
つ
く
り
上
げ
て
し
ま
う
よ
う
な
も
の
だ
、
と
す
る
。
　
註
（
1
）
　
『
吻
沫
集
3
』
　
（
一
九
八
一
・
十
二
）
（
2
）
　
狭
間
直
樹
『
中
国
社
会
主
義
の
黎
明
』
一
一
九
頁
（
一
九
七
六
・
八
）
（
3
）
　
『
民
立
報
』
一
九
一
一
年
八
月
十
五
日
（
4
）
　
一
九
一
二
年
十
月
十
五
日
よ
り
十
七
日
ま
で
の
三
日
間
に
わ
た
る
演
　
　
説
。
（
5
）
　
鈴
江
言
一
『
孫
文
伝
』
三
四
一
頁
（
一
九
五
〇
・
七
）
（
6
）
　
江
充
虎
（
一
八
八
三
ー
ウ
・
）
は
原
名
を
紹
鐙
と
い
い
、
江
南
省
ざ
陽
の
　
　
人
。
彼
の
思
想
に
つ
い
て
は
、
曽
業
英
「
民
元
前
後
的
江
充
虎
和
中
国
社
　
　
会
党
」
（
『
歴
史
研
究
』
一
九
入
○
・
六
）
及
び
呉
相
湘
「
江
充
虎
和
中
国
　
　
社
会
党
」
（
『
現
代
中
国
史
叢
刊
』
第
二
巻
、
一
九
六
〇
）
が
あ
る
。
（
7
）
　
呉
相
湘
に
よ
れ
ば
、
江
充
虎
の
名
前
は
、
漸
江
巡
撫
増
趨
に
よ
っ
て
、
　
　
彼
の
言
論
の
禍
は
洪
水
猛
獣
よ
り
甚
し
い
と
称
さ
れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
　
　
と
い
う
。
ま
た
彼
の
著
作
『
洪
水
集
』
も
同
様
の
由
来
を
も
つ
。
（
8
）
　
曽
業
英
に
よ
れ
ぽ
、
　
「
中
国
社
会
党
規
章
」
は
、
『
天
鐸
報
』
一
九
一
　
　
㎝
年
十
一
月
二
十
四
日
号
に
登
載
。
（
9
）
　
呉
相
湘
に
よ
れ
ば
、
『
社
会
党
日
刊
』
一
九
＝
一
年
四
月
四
日
号
に
登
　
　
載
。
（
1
0
）
　
『
民
立
報
』
一
九
＝
一
年
十
一
月
十
九
日
よ
り
二
十
三
日
（
1
1
）
　
「
答
江
尤
虎
」
（
『
民
声
』
第
八
号
、
一
九
一
四
・
五
・
二
付
）
（
1
2
）
　
「
答
道
一
」
（
『
民
声
』
第
三
号
、
一
九
一
三
・
十
二
・
二
十
付
）
（
1
3
）
　
『
新
大
陸
通
信
片
』
第
十
一
期
に
登
載
。
（
1
4
）
　
「
社
会
党
縁
起
及
約
章
」
（
『
民
立
報
』
一
九
一
二
・
十
一
・
二
）
沙
　
　
澄
の
「
対
於
中
国
社
会
党
第
二
次
連
合
会
感
言
」
（
民
立
報
・
一
九
＝
一
・
　
　
十
一
・
十
五
）
に
よ
れ
ば
、
江
充
虎
の
発
し
た
「
重
大
問
題
」
が
江
一
人
　
　
の
喚
起
し
た
こ
と
で
あ
り
、
国
家
存
立
を
妨
げ
な
い
純
粋
社
会
主
義
と
は
　
　
国
家
主
義
に
対
し
て
純
粋
で
あ
る
に
す
ぎ
ず
、
無
政
府
主
義
に
対
し
て
純
　
　
粋
と
い
え
る
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
と
い
っ
た
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
（
1
5
）
　
（
1
2
）
に
同
じ
。
（
1
6
）
　
「
社
会
党
縁
起
及
約
章
」
（
1
7
）
　
「
答
楽
無
」
　
（
『
民
声
』
第
十
三
・
十
五
・
十
六
・
二
十
号
）
に
於
い
　
　
て
、
劉
思
復
は
社
会
党
創
設
者
の
一
人
で
あ
る
楽
無
の
質
問
に
答
え
て
い
　
　
る
。
楽
無
は
「
社
会
」
を
「
家
族
以
上
国
家
以
下
の
人
類
の
組
合
」
と
把
　
　
え
、
無
政
府
と
は
国
家
を
な
く
す
こ
と
で
あ
り
、
共
産
と
は
家
族
を
な
く
　
　
す
こ
と
と
み
な
し
、
社
会
が
あ
る
だ
け
で
（
「
有
社
会
」
）
国
家
と
家
族
の
　
　
な
い
状
態
を
「
無
政
府
共
産
」
と
し
て
い
る
。
楽
無
に
お
い
て
「
社
会
」
　
　
を
理
想
化
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
。
社
会
党
と
命
名
し
た
の
は
、
お
　
　
そ
ら
く
そ
れ
に
由
来
す
る
で
あ
ろ
う
。
（
1
8
）
　
（
1
6
）
に
同
じ
。
（
1
9
）
　
劉
思
復
自
身
は
こ
の
「
戒
約
」
を
心
社
の
影
響
下
に
成
立
し
た
も
の
と
　
　
し
て
い
る
。
確
か
に
心
社
十
二
条
の
う
ち
の
七
条
と
全
く
一
致
し
た
条
項
　
　
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
八
二
。
十
一
）
75
